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2021年版

2022年12月6日(火)～18日(日)
開催時間 10:00～16:00
会場 障害者スポーツ文化センター 横浜ラポール

主催・問合せ 障害者スポーツ文化センター横浜ラポール文化担当
協力：日本国際児童図書評議会（JBBY）・港北図書館

〒222-0035横浜市港北区鳥山町1752

☎045-475-2055（文化直通) FAX045-475-2053

バリアフリー児童図書とは、障害の有無に関わらず、全ての子どもが読書の楽しみを享受できるような様々な

工夫が込められた本や、障害を理解するための本です。今回の展示会では、国際児童図書評議会（IBBY）が

2021年に世界中から選定したバリアフリー児童図書40作品とラポールおもちゃ図書館の布絵本を展示します。

http://www.yokohama-rf.jp/rapport/

入場無料

港北図書館
「バリアフリーの本」
ご紹介コーナー

港北図書館で「バリアフリー」「障害」
をテーマにした絵本やボランティアの
手作り布絵本を展示します。
■ 日 程

11月24日（木）～12月28日（水）
■ 会 場

港北図書館
TEL 045-421-1211

■ 入場無料
※ 11月28日（月）～12月12日（月）
は工事のため、閲覧フロアに立ち入り
できません。（土・日除く）その他、利用
状況についてはお問合せください。

出張展示も❕
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IBBY(国際児童図書評議会)
ホームページ https://ibby.org/

バリアフリー児童図書とは、本を読んだり、見たり、
理解したり、ページをめくる動作などにバリア（障
害・障壁）がある子どもも楽しめるように、さまざま
に工夫された本のことです。国際児童図書評議会
（IBBY）では1981年の国際障害者年を機に障害
児のためのブックカタログを発行しています。
今回の展示会では、2021年の推薦図書リストに
収録された、点字や絵文字、手話などを加えた本、
さわる絵本、インクルージョンや障害を理解するた
めの本など26か国21言語の40作品を紹介します。

本展示会の図書は、3つのカテゴリーに分かれています。

カテゴリー1 配慮： スペシャルアプローチ
作り方やデザインに特別な配慮がある本は、すべて
の人が出会う機会を広げます。点字、手話、絵文字、
その他のデザインによる配慮を加えた特別な仕様
で作られた本です。

カテゴリー2 共に： ユニバーサルアクセス
特別な仕様でもなく幼年向きでもなく、誰にでも分
かりやすく、学習障害、知的障害、発達障害などの
人も楽しめる一般市場に出ている本です。

カテゴリー3 理解： ポートレイト
障害のある人々を描写した本で、絵本、小説、ノン
フィクションがあります。

展示作品の一部です。

2 『ころりん・ぱ！』 日本

11 『さかさま世界』 ウクライナ

34 『ことばでおしゃべりしないけど！』
イギリス

38 『雨といちばん素敵なダンス』 トルコ
横浜ラポールおもちゃ図書館

Instagram でも情報掲載中です。


